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Summary 
As the results of anatomical studies on th巴innerconstitutions of sclerotia of plant patho幽
genie fungi, the sclerotia of nine species tested were classified into six groups according to 
the structures of their mycelial tissues. 
The sclerotia of the first group were composed of three tissues: rind, prosenchyma and 
pseudoparenchma. The sclerotia of Cylindrocladium scoparium and Sclerotinia sclerotiorum 
belonged to this group. The sclerotia of the second group were composed of two tissues 
without prosenchyma: rind and pseudoparenchyma. The sclerotia of Lψtosphaeria salvinii 
belonged to this group. 
The sclerotia of the third group were also composed of two tissues: rind and proseル
chyma. The sclerotia of Sclerotium jグdrophilumand Botヮtiscinerea belonged to this group. 
The sclerotia of the forth group were also composed of two tissues: prosenchyma and 
pseudoparenchyma. The sclerotia of Sclerotium oりとaeイativaebelonged to this group. 
The sclerotia of the fifth and sixth group were, respectively, composed of only one tissue 
of pseudoparenchyma and that of prosenchyma. The sclerotia of Helminthosporium sig-
moideum var. irregulare belonged to the former and those of Pellicularia sasakii and Sclerotium 
fumigatum to the latter. 
The sclerotia surfaces with rind were glossy and the inner mycelial tissues of these sclerotia 
were colorless or faint brown in color, whereas those surfaces without rind were loose and 
their inner tissues were dark. 
I.鰭 雷
植物？高原菌の中で越年器官として繭核を形成するいわゆる繭核鵡菌は重要な病原菌の一群とし
て知られているが，これらの菌はそれぞれ特有の形状をした蔚核を形成する．これらの磁核の構
造に関する研究は deBary1lをはじめ， Hoston4l,Lowag5l，その他多くの研究者によってなされ
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てきてなり，それぞれの穏によってその構造に差異のあることが知られている．イネの菌核靖菌
の菌綴については，中間・河村6）により形態学的研究がてとされ，各種の菌核の構造について報告
されている．筆者らはrp回・河村の研究に引き続き，イネの蔚核病磁の生理・生態学的研究を行
なってきてbり，先にイネの禁しよう網斑病の病斑の解剖を行まった結果？に本病菌もイネの薬
しょう空隙内に特異な構造を有する菌核を形成することが明らかとなり，イネの菌絞病磁の一種
であることを報告した．
ここではイネ葉しょう締斑病菌を加えて，＊稲に一般に発生がみられる各種菌核病習の自然菌
核について解剖を行ない，その構造を再検討するとともに，これらの菌核と比較対照するために，
イネ以外の代表的な菌核病弱である灰色かび病弱ふ、よびウリ類の簡核病菌についても解部を行宏
い，供試した9種のI盗殺ーについて，その構造によるグルーピングを試みた．
本研究を行なうに当り，｝制亥の解剖に関して助言を賜わった農綿密北陸農業試験場羽柴輝良技
官に深謝の；意を去する．
I. 実験材料および方法
本実験に用いたイネの菌核病弱の菌核は紋枯諦蘭 Pelliculariasasakii Ito，灰色菌絞病議 Sele-
rotium fumigatum Tanaka，掲色磁核病菌Sclerotiumoryzae-sativae Sawada球状磁核窮繭 Sele-
rotium hydroρhilum Saccardo，小球菌核病菌 Leρtosphaeriasalvinii Cattaneo，小黒i務主友病磁
Helminthosρorium sigmoideurn Cavara var. irregulare Cralley et Jullisならびに菜しょう綿庇
病簡 Cylindrocladiumscopariurn Morganの菌核で，イネ以外の代表的念演核病議として，灰色
かび病溺 Botrytiscinerea Persoon bよびウリ類の菌核靖磁 Scle1叫iηiasclerotiorurn Masseeの
繭核を加えた，合計9稜である．
イネのi右妓は秋j関稲体に形成されたもの，または収穫後メI］株rfiに形成されたものを採集し，灰
色かび病蔚とウリ郊のi¥i妓病菌はそれぞれツツジふ、よびキュウリの病流部に形成され，十分成熟
したものを採集した。採集した蔭核は FAAのNo.3液 （7096アルコール，フォノレマザンなよび
でi濁定し 7096アルコールてー洗った後， 85必アルコー ノレに導き， Randolph
の方法で・脱水後，パラフィンにJ:I！殺し，同転式ミクロトームにより 3～15riの厚さの連続切1－と
した．染色はサフラニンあるいはデ、ラフィールドのヘマトキシワンで行なった．
II.結 果
1. 紋枯病1おPelliculariasasakii Itoの自然菌核の構造
本蕗抜の外部形状：土底miが王子担で， 球形， 椅円形または癒合形， 表面は粗で潟色，大きさは
1,000～3,000,u，イネの1讃核中最も大型である（Fig.1）.この蕗核の内部形態を観察すると，最
外部には rind がなく，明日奈~内外隠の分化もみられない（Fig. 8). 中心部は偽柔組織様の構造
であるが，菌糸のfLi母体性が完全に失なわれているわけではなく，しばしば菌糸様の細胞が認めら
れる（Fig.10）.中心部の細胞はかなり大きく，径 15～20μ で，これは腐辺にいくにつれて小型
となり，菌糸様を呈するようになる（Fig.9). 
2. 灰色街核病菌 SclerotiumJurnigatum Tanakaの自然葱核の構造
本菌核の外部形状はほぼ球形で，大きさは 300～1,500,u，灰禍色である（Fig.2）.その内部は
潟色に若色，肥厚した菌糸様の細胞からなっておpり，内外層の分化はみられない（Fig.11). そ
れらの細胞は径 3.5～13.0pで，槌所に鼠膜が認められる．また，肥厚菌糸の中には非常に肥大
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したタJレ裂の細胞や内部に明瞭な穎校を手ぎする細胞もみられる（Fig.12）.さらに， 外局部には
空胞化した磁糸や菌糸の破片の集合体がみられる場合もある．なむ， rjt心部と外周音！lの線胞の大
きさの差はみられない．
3. 潟色蘭核病磁 Sclerotiumoryzae-sativae Sawadaの自然弱核の構造
本務核の外部形状は短円柱状またはほぼ球形で，大きさは 300～2,000p，桜橋包を呈し表面は
粗である（Fig.3）.内部形態をみると内外2層に分れている（Fig.13）.内層は径 5p前後のほ
ぼ球形の納胞からなる偽柔組織で，これらの細胞内には駁粒がみられ，また，染色性の高
が混在している（Fig.14）.この菌核にも rindはみられないが， :4胞化した菌糸の集合体と考
えられる濁が周辺部に存在する．
4. 球状蘭核病菌 Sclerotiumhydroρhilum Saccardoの自然磁核の構造
本葱核の外部形状は廷球形で，大きさは 250～500p，黒色念いし黒褐色，表面ーには光沢がある
(Fig. 4）.内部形態、をみると，内外2層に分れて;b－り，外層は黒褐色aのj事膜細胞からなる rindで，
淳さは約 15p，内j爵は大型の菌糸の絡み合いからなっている（Fig.15）.この内腐の菌糸の絡み
合いは粗であり，偽柔組織はみられない．
5. 小球菌核病繭 LeptosρhαeriαsalviniiCattaneoの自然蘭核の構造
本商核の外部形状は球形， 議色を呈し，表面に光沢があり，大きさは 220～300flのかをり
小型の菌核である（Fig.5）.内部形態をみると内外21留からなってシり，外胞は数腐の黒色を待
びた厚膜細胞からなる rindがあり，内腐は多角形（多くは6角形）のおI胞からなる
ある（Fig.16）.中心部と周辺部ではこれらの細胞の大きさに差がみられ，周辺部は約 12pの大
型の細胞からなっているが，中心部にいくにつれて小型となり，中心部では 5p前後の総胞が多
い．また，これらの細胞は淡く着色している．
6. 小泉菌核病菌Helminthoψoriumsigmoideum Cavara var. irregulare Cralley et Jullisの
自然菌核の構造
本菌核の外部形状は不定形で，表面に光沢がなく，大きさは 145～180×85～122pで，小型の
菌核である（Fig.6）.この菌核の内部は一様な構造からなっている（Fig.17）.すなわち， 多角
形（大部分は6角形）の細胞からなる偽柔組織のみである．この偽柔組織を構成する紛胞は淡く
若色し，淳脱化してたり，小球菌核病磁の菌核のそれと類似している．しかし，中心部と周辺部
の細胞の大きさにあまり差がみられず，また周辺部の細胞は丸味を帯びている点で小球菌核のそ
れと異なっている。これらの細胞の大きさは約 Spである．
7. 禁しょう網斑病菌 Cylindrocladiumscopariurn Morganの自然隣核の構造
葉しょう網斑病菌の菌核については前線7）で述べた通りである．すなわち，外部形状は球形，
溺色ないし階褐e，大きさは約 200pのかなり小型の菌核で，葉しょう病斑内では葱糸塊の中に
壊れた状態が形成されている（Fig.7）.内部形態をみると複雑な構造をしてbり，中心部は
した菌糸の集合と絡み合いからなってお、り，その中心部を2層からなる放射状の菌糸総織がとり
阻み，外周部には rindが存在する（Fig.18）.この rindの淳さは約 3.5/J，放射状の
の揺は約 25μ である．
8. 灰色かび病菌 BotrytiscinereαPersoonの自然滋核の構造
本蘭核の外部形状は黒包で，球形に近いものが多いが，容主植物に付着している部分は王子板状
を呈する．内部形態をみると，内外2麗からなり（Fig.19），外患は薄い rindがあって，そのJ'
さは 4～Spであり， 内部は菌糸の絡み合いからなっている（Fig.20). 
9. ウリ類の菌核病菌 Sclerotiniasclerotiorurn Masseeの自然菌核のi鍛造
本態絞の外部形状は非常に大型で，ネズミ糞状宮古車L，黒色で，大きさは 1.5～3.0×0.5～5mm,
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1部亥の中ではもっとも大きい種類に属する．内部形態をみると，内外3層に分かれてbり，最外
麗に黒色の淳膜細胞からなる rindがあり，中心部は議糸の絡み合いで， その閤に透明な細胞か
らをる薄い偽柔組織が存在する（Fig.21). 中心部の菌糸の絡み合いの状態、は他の磁核に比べて
かをり粗である（Fig.22). 
IV.考察
G瓦umann2＞は菌糸組識（plectenchyma）の分類を行ない，「菌糸の個体性が認められる場合は，
これを prosenchymaあるいは prosoplectenchymaと称L，菌糸の個体性が失なわれて，高等
植物にふ、ける柔続織の如く細胞が連続している場合には，これを pseudoparenchymaあるいは
para p lectenchyma と称する」と定義している． そして彼は渚核を形成している菌糸総織とし
て，これら 2つの組織の外に rindを加えている．これら prosenchyma,pseudoparenchyma .:b-
よび rindの有無を基準にし，本実験に供試した9穫の麹核について，そのグルーピングを試み
た結果，第1表に示すように6群に分けられた．第 I群は rind,prosenchyma .:b－よび pseudopa-
第1表援物病原磁の滋核の内部構造による分類
Table l. Grouping of sclerotia of nine plant pathogenic fungi depending on their inner struc-
tures 
Structure 
Rind 
Pseudoparenchyma 
Prosenchyma 
Fungi 
十
＋ 
II 
十
十
III 
＋ 
十 一＋
Group 
S. sclerotiorum L. salvini S.わdrophilum
C. scoparium B. cinerea 
IV v VI 
十 十
十 十
S. oryzae- H. sigmoideum P. sasakii 
sativae var. S . fumigatum 
iregulare 
renchymaの3つの構造を有するもので，ウワ類の議核病磁 Sclerotiniasclerotiorumと楽しよ
う網斑病磁 Cylindrocladiumscopariumの議核がこれに属し，第m洋は rindとpseudoparen-
chymaからなるもので，これには小球菌核病弱 Lφtosρhaeriasalviηiの菌絞が属する．第mw手
はrindj云よび prosenchymaから念るもので， 灰色かび病議 Botrytiscinereαと球状菌核病菌
Sclerotium hydrophilumの菌核がこれに！諾する．第五r群は rindがなく， pr・osenchymaとpseψ
doparenchymaから念るもので，これには溺色菌核病菌 Sclerotiumoryzae-sativaeの菌核が属す
る．第V;J司、よびVI群は単一の構造からなるもので，第V群ーは pseudoparenchyma，第VI:/t'f.はpros-
enchymaのみからなるものである．前者には小黒菌核病Helminthosporiumsigmoideum var. ir～ 
regulareの萄核が属し，後者には紋枯病菌 Pellicular匂 sasαkiij字、よび灰忽蕗核癒菌 Sclerotium
umigatumの蕗核が属する．
しかし，今間供試した儲々の菌核の菌糸組織には明確に分け得ないものもある．例えばイネの
紋枯病磁の菌核は prosenchymaのみの構造からなるとしたが， 7専iハ切片では偽柔経織様の構造
もみられた．中国・河村6）は菌糸の絡み合いから念る様迭として報告してなり，また本実験の結
果からも菌糸様の構造が存在しているため，第VI群に入れた．本実験に供・試した紋枯病菌の麹核
は10月中旬の収穫期誌の水田で，イネに付着あるいはイネから税務したものを採集したものであ
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るが，羽柴・ LU 日~）は本磁核の内音！I形態と水『：r浮沈の関述を調べ，浮上する溺伎は 21認に区別され
ることを明らかにしてかり，碕核の新i日によって内部形態、に変化のあることが考えられる．つぎ
に溺色菌核病磁の菌核について，その内）If:は中間・河村G）の解剖結果で！ま偽系組織の存在を認め
ていないが，本実験の観察では偽柔級織からなっていることが明らかとなった．また，この菌核
の外語は空飽化した菌糸の集会であると考えられるが，これは他の菌核にみられる prosenchyma
とはかなり呉ーなっている．葉しょう網斑病｝震の菌核の構造については前線7）の通り， rindの内側
に規則正しい配弼をした放射状の菌糸組織があり，他の務核にみられない独得の構造であった．
また，今回供試した灰色かび痛議の自然蕗核は rindと明瞭な prosenchymaからなっていたが，
TownsendとWilletts8lは本菌の培養菌絞は3層の梼迭であることを報告している．このことは
本菌の自然菌核と地養菌核の構造に差異がみられることを示している．
つぎに rindの有無と菌妓の外観ふ、よび内部組織の若色には一定の関iさがみられるようで， そ
れを表示したものが第 2 表である．すなわち，表面に光沢のある菌核はすべて rind を有する~
第2表 直言核の rindのイih！〔と昔奇抜表証言の光沢ならびに内部菌糸綾織の着色との関係
Table 2. Correlation between the existence of rind and glo路 ofsurface of sclcretia 
and the pigmentation of their medulla 
Fungi 
Pellicularia 
sasakii 
Sclerotium 
Sclerotium 
oryz，白”satwae
Sclerotium 
月'rydrophilum
Leptosphaeria 
salvinii 
He!. sなmoideum
var二irregulare。lindrocladium
sco戸arium
Bot7tis 
cmerea 
Sclerotilia 
sclerotiormn 
Rind Gloss of surface Pigmentation of medulla (color) 
十（darkbrown) 
十（darkbrown) 
十（darkbrown) 
十 十
十 ＋ .L 
÷ →勾
＋ 」叩
トー
核で， これら菌核のグルーピングを試みた結采（第1表），第I～磁鮮の麹絞はウリ類の菌核病
磁の繭核を除き，すべて表E互に光沢を有している．また， rind を有するi表伎の内部は全般に無
色であり，着色している場合でもきわめて淡い．これに対L，紋給病菌や褐5菌該靖菌ーなどの
妓にみられるように， rindがないものでは内部の細胞は濃く着色している．本実験で試みたグ
ノレーピングは成熟した自然菌核の解剖的観察に基づいて行なったものであるが， Townsend と
Willetts8lは6種の菌核をその形成過程から 3つのカテゴリーに分けて〆なり， このような菌核の
形成過程によるグルーピングと解剖的観察による構造を基準にしたそれとの1mにいかなる関連が
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あるかは今後検討すべき問題であJ.i.なな，このようなグルーピングを磯立するためにはさらに
多くの醤核について検討する必妥がある．
構 要
イネの蘭核病菌の自然萄核を中心に，合計・9種の菌核病菌の遺言核について比較解剖を行ない，
その構造に従って，グルーピングを試みた結果，次の6群に分けられた．
第I群は rind,prosenchyma 公よび pseudoparenchymaの3つの議糸線織から構成されてい
る溜核で，イネ楽しょう網斑病菌とウワ類の菌核病重量の菌核がこれに属する．第H群は rind と
pseudoparenchyma，第迎群は rindと prosenchymaからそれぞれ構成されている菌核で，前者
には小球菌核病弱，後者ーには灰色かび病菌.:h、よび球状菌核病菌の菌核が属する． 第IV君事は rind
がなく， prosenchymaと pseudoparenchymaから構成されている菌絞で，潟色菌核病菌の菌核
がこれに属する．
第v.:h、よび第VI若手は単一の構造からなる蘭核で， 前者は pseudoparenchymaのみからなって
なり，小黒菌核病蕗の菌核がこれに属し，後者は prosenchymaのみからなってbり， 紋枯病菌
bよび灰色菌核病菌の弱核がこれに演する．
また， rindを有する菌核の表面は光沢があり， 内部の菌糸組織は無色か，諸色していてもそ
の程度が少ない．これに対し， rindがない蕗妓は表立立が犯で， 内部の菌糸組織は着色してi≫り
濃褐色であった．
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Explanation of plates 
第 I図版 イネ各穣議核の外部形態
Plate I. Morphology of sclerotia of rice plant pathogenic fungi. 
第1図 イネ紋枯病磁の磁核（15f常）
Fig. 1. Sclerotia of Pellicularia sasakii （×15) 
2お2関 イネ灰色議十亥病腐の溺絞 (15f，音〉
Fig. 2. Sclerotia of Sclerotiumfumigatum （×15) 
第3雰iイネ褐色i場核務閣のE者十五（15f吉）
Fig. 3. Sclerotia of Sclerotium oryzae-sativae ( x 15) 
第4図 イネ球状態核病践の衡核（15倍）
Fig. 4. Sclerotia of Sclerotium hydroρhilum ( x 15) 
第5図 イネ小球菌核病磁の菌核（15傍）
Fig. 5. Sclerotia of Lψto.ψhaeria salzコini ( x 15) 
第6図 イネ小泉磁核病弱の議絞 (15f音）
Fig. 6. Sclerotia of Helminthoゆoriumsigmoideum var. 
irregulare （×15) 
第7関 イネ菜しょう網斑病菌のi議絞（15f者）
Fig. 7. Sclerotia of Cylindrocladium scoparium ( x 15) 
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第 I ［~］版
Plate I. 
第8図 イネ紋品！；病閣の簡核の機能！？切H- (150倍）
Fig. 8. Cross section of sclerotium of Pelliculαria sasakii （×150) 
第gr議 イネ紋長！；病的のi議妓の潟辺組織 (1,200倍）
Fig. 9. Periphery tissue of sclertium of P. sasakii ( x 1200) 
第10関 イネ紋も！；病践のi務核の11心部（800！音）
Fig. 10. Central part of sclerotium of P. sasakii (800) 
第11図 イネ灰色I窓核病溺の溺主主の胤辺部総織 (350倍）
Fig. 11. Periphery tissue of sclerotium of Sclerotiumfumigatum （×350) 
第12図 イネ灰色磁妓病i翁の蹴絞の11心部 (700倍）
Fig. 12. Central part of sclerotium of S. fumigatum ( x 700) 
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第 E 図版
Plate III. 
第13図 イネ褐色i翁核病磁のI岩核の周辺部綴織 (550（去）
Fig. 13. Periphery tissue of sclerotium of Sclerotium oryzae-sativae ( x 550) 
第14図 イネ褐色蕗核病磁の1翁絞のιI＂心部 (600倍）
Fig. 14. Central part of sclerotium of S. 01yzae・sativae ( x 600) 
第15劉 イネ球状溺核病菌の菌核の横断切片 (700倍）
Fig. 15. Cross section of sclerotium of Sclerotium hydrophilum (700) 
第16図 イネ小球瀦綴病磁の磁核の横断切片 (400｛音）
Fig. 16. Cross section of sclerotium of Leptaゃhaeriasalvinii ( 400) 
第17限 イネ小泉I翠絞病菌の菌核の横断切片 (600f音）
Fig. 17. Cross section of sclerotium of Helminthosporium s'.gmoideum var. 
irregulare ( x 600) 
第18図 イネ禁しよう網斑病I容の磁核の横断切片 (450倍）
Fig. 18. Cross section of sclerotium of Cylindrocladium seaραrium ( x450) 
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第 IV ［君！坂
Plate IV. 
第19図 灰色かび病弱の菌核の横断切片 (200倍）
Fig. 19. Cross section of sclerotium of Botrytis cinerea （×100) 
第20図 灰色かび病磁の菌核の周辺組織 (500倍〉
Fig. 20. Periphery tissue of sclerotium of B. ciner官α （x500) 
第21図 キュウワ菌絞病菌の簡校の周辺綴織 (l ,OOOf者）
Fig. 21. Periphery tissue of sclerotium of Sclerotinia sclerotiorum （×1,000) 
第22図 キュウリ菌核病磁の磁絞のゆ心部 (500傍）
Fig. 22. Central part of sclerotium of S. sclerotiorum ( x 500) 
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